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（図 6赤線）。つまり、本資源は乱獲状態となっているが、過
剰漁獲行為は行われていないと判断される。 

SS3については、2017年の資源評価とほぼ同様のモデル設
定であったが、2022 年の資源評価では、投棄されたメカジキ
の漁獲量もモデル内で推定できる仕様とした。SCRSの作業部
会では、実データを集めにくい投棄量を推定できることには利
があり、手法として容認できる方法であると合意したものの、
モデルで推定された量（投棄による死亡率）と実際に報告のあ
った量（同死亡率）の間にかなりの差がある（SS3：10.5％、

報告：2.5％）ことから、報告値をモデル推定値に置き換える
ことについては懸念が示され、両者の違いのさらなる比較検討
が必要とされた。SS3によって推定された、MSYを実現する
産卵親魚量 SSBMSY と FMSY の値は、それぞれ 23,666 トンと
0.16であり、初期資源量は265,751トン、初期産卵親魚量SSB0

は 120,466トン、BMSY / B0は約 0.20、投棄量を含むMSYは
12,838トンと推定された。これらの SS3の結果からは、現在
の B/BMSYは 1.11、F/FMSYは 0.78 であることが示された（図
6 青線）。SS3の結果は JABBAの結果よりもやや楽観的であ
り、乱獲状態でなく過剰漁獲行為も行われていなかった。SS3
と JABBA を統合した 2020 年の資源状態（中央値）を示すた
めに、推定の不確実性を考慮して、SS3 に対して MVLN（A 
multivariate lognormal Monte-Carlo approach）・JABBAに
対してMCMC（Markov chain Monte Carlo approach）が適
用された。各 15,000 個の推定値を合計した 30,000 個の結果
から、現在の B / BMSYは 1.08（同 0.71～1.33）、F / FMSYは
0.80（同 0.64～1.24）であることが示された（図 7）。その結
果、本資源は乱獲状態でもなく、過剰漁獲状態でもないと判断
される。南大西洋の資源については、SCRSの作業部会で、各
国・地域間でみられた CPUE の動向の違いについてデータや
標準化の方法等を精査し、資源評価で使用する CPUE を整備
した（図 8）。資源評価手法については SS3と JABBAの 2つ
のモデルが検討され、データに対する適合性、頑健性、安定性
等のモデル診断の結果から、JABBA を用いることが合意され
た。JABBAにより、MSYは 11,480 トン、BMSYの事後分布の
中央値は 74,641トン（95％信頼区間：60,179～92,946トン）、
FMSYの推定値の中央値は 0.154（同 0.124～0.19）と推定され
た。このうちMSYについては、北大西洋の資源と同様に前回
2017年評価の推定値（14,570トン）を大きく下回った。JABBA
の結果から、現在の B / BMSYは 0.77（同 0.53～1.11）、F / FMSY

は 1.03（同 0.67～1.51）であることが示され、資源は乱獲状
態（B / BMSY＜1）にあり、過剰漁獲行為が行われている（F / 
FMSY＞1）と判断された（図 9、10）。 

管理方策 
北大西洋における TACは、2007～2009年は年間 14,000ト

ンであったのに対し、この期間に報告された漁獲量（投棄量を
含む。以下同じ。）は平均 11,851トンで、どの年も TACを超
えることはなかった。2010年に TACは 13,700トンに引き下
げられたが、2010～2017 年の平均漁獲量は 11,576 トンで、
この間に TACを超えたのは 2012年（13,890トン）のみであ
った。TACはさらに 2018年に 13,200トンに引き下げられた
が、2018～2022年の漁獲量は平均 9,982トンで、引き続きど
の年も TAC を超えることはなかった。2022 年の資源評価で
は、SS3と JABBAの将来予測を合わせた結果より、TACを現
行の 13,200 トンで維持した場合、2033 年までに資源が持続
的に利用される確率は 60％であることが示された（表 3）。こ
の結果を受け、2023年の TACは、2018～2022年の TAC（年
間 13,200トン）が暫定的に 1年間延長、2024年も同様となっ
た（このうち日本の割当量は 842トン）（ICCAT 2024a）。 

2024 年の ICCAT 年次会合において、管理戦略評価
（Management Strategy Evaluation：MSE）を経て、資源状

図 7. 北大西洋メカジキの神戸プロット（ICCAT 2023） 
灰色の点は、SS に対して MVLN、JABBA に対して MCMC
を用いて発生させた合計 30,000個の資源状態（B2020 / BMSY 
と F2020 / FMSY）を表す。 
青い点は現在（2020年）の資源状態の中央値。 
上側と右側にある頻度分布は、不確実性を考慮した場合の 
2020年の資源状態の頻度分布を表す。 

図 6. 北大西洋メカジキの相対資源量（B / BMSY、上図）と 
相対漁獲係数（F / FMSY、下図）（1950～2020年、 ICCAT 2023） 
薄い色は 95％信頼区間を示す。 
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態や漁獲量等に関して定められた管理目標を満たしつつ資源
の状態に応じて TAC を調整する管理手続き（MP）が採択さ
れた。この結果、2025～2027年の TACは 14,769トン、我が
国の割当量は 842トンとなった。 
南大西洋の TACについても 2007～2009年は 17,000トン、

2010～2017年は 15,000トン、2018～2022年は 14,000トン
と徐々に引き下げられたが、各期間に報告された年平均の漁獲
量はそれぞれ 13,556トン、10,644トン、9,521トンで、TAC
を超えた年はなかった。2022年の資源評価では、JABBAによ
る将来予測を行い、TACを現行の14,000トンで維持した場合、
2033 年までに資源が持続的に利用される確率は 3％にすぎな
いことが示されたが（表 4）、近年の実際の漁獲量は TAC よ
りも低く 10,000 トンを下回っており（2022 年の漁獲量は
9,743トン）、10,000トン未満の漁獲量であれば、資源が持続
的に利用される確率が 55％となることも示された（表 4）。こ
の結果を受け、2023～2026年の TACは 10,000トンに設定さ
れた（このうち日本の割当量は 901トン）。 
現在、大西洋全域において、①下顎叉長 125 cm／体重 25 

kg未満の個体の水揚量を 15％以下に抑える、または②下顎叉
長 119 cm／体重 15 kg未満の個体の水揚量を 0％にする（投
棄量の評価を含む）、という 2 種類の最小体長規制がある
（ICCAT 2013）。漁獲量規制の導入に伴って、混獲されるメ
カジキの水揚量を調節するために、生きて漁獲されたメカジキ

図 8. 南大西洋における国別の標準化された CPUE（1989～
2020年、ICCAT 2023） 
平均値でスケール化されているため単位はない。 

図 9. JABBAで推定された南大西洋の相対資源量（B / BMSY：
上図）及び相対漁獲係数（F / FMSY：下図） 
（1950～2020年、ICCAT 2023） 
灰色は 95％信頼区間を示す。 

図 10. 南大西洋メカジキの神戸プロット（ICCAT 2023） 
灰色の点は、JABBA に対して MCMC を用いて発生させた
15,000個の資源状態（B2020 / BMSY と F2020 / FMSY）を表す。 
青い点は現在（2020年）の資源状態の中央値。 
上側と右側にある頻度分布は、不確実性を考慮した場合の
2020年の資源状態の頻度分布を表す。 
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を放流する動きが出てきたが、一部の国では放流個体数等につ
いての情報収集が十分にされていないこと、過少報告の可能性

があることが指摘されている（ICCAT 2013）。 

表 3. 北大西洋資源の将来予測結果（2023～2033年、ICCAT 2023） 
一定の漁獲量（y軸：TAC、トン）に対してある年までに F≤FMSYと B≥BMSYとなる確率。 
灰色の部分はそれぞれ F≤FMSYと B≥BMSYとなる確率が 50％以上を示す。 

表 4. 南大西洋資源の将来予測結果（2023～2033年、ICCAT 2023） 
一定の漁獲量（y軸：TAC、トン）に対してある年までに F≤FMSYと B≥BMSYとなる確率。 
灰色の部分はそれぞれ F≤FMSYと B≥BMSYとなる確率が 50％以上を示す。 
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メカジキ（大西洋）の資源の現況（要約表） 

海域 北大西洋 南大西洋 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

9,785～12,611トン 
最近（2023）年：12,611トン 
平均：10,684トン（2019～2023年） 

8,212～10,091トン 
最近（2023）年：8,212トン 
平均：9,088トン（2019～2023年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

315～610トン 
最近（2023）年：610トン 
平均：438トン（2019～2023年） 

480～648トン 
最近（2023）年：490トン 
平均：560トン（2019～2023年） 

資源評価の方法 
ベイジアンプロダクションモデル 
（JABBA）と統合モデル（SS3）の結果を 
等ウェイトで統合した結果 

ベイジアンプロダクションモデル 
（JABBA） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

B2020: 62,553 トン 
B2020 / BMSY = 1.08（0.71～1.33）*1 
F2020 / FMSY = 0.80（0.64～1.24）*1 

2020年の資源状態は、 
乱獲状態ではなく、過剰漁獲状態ではない 

B2020: 57,474 トン 
B2020 / BMSY = 0.77（0.53～1.11）*2 
F2020 / FMSY = 1.03（0.67～1.51）*2 

2020年の資源状態は、乱獲状態にあり、 
過剰漁獲が発生している 

管理目標 
目標値：BMSY 
BMSY：57,919（23,666～153,156）トン*1 

目標値：BMSY 
BMSY：74,641（60,179～92,946）トン*2 

管理措置 

・管理手続き（MP）による管理 
・2025～2027年の TACを 14,769トン、
日本の割当は年間 842トンとする。 

・下顎叉長 125 cm／体重 25 kg未満の 
個体の水揚量を 15％以下に抑えるか、
下顎叉長 119 cm／体重 15 kg未満の 
個体の水揚量を 0％にする 
（投棄量の評価を含む）。 

・2023～2026年の TACを 10,000トン、
日本の割当は 901トンとする。 

・下顎叉長 125 cm／体重 25 kg未満の 
個体の水揚量を 15％以下に抑えるか、 
下顎叉長 119 cm／体重 15 kg未満の 
個体の水揚量を 0％にする 
（投棄量の評価を含む）。 

管理機関・関係機関 ICCAT ICCAT 

最近の資源評価年 2022年 2022年 

次回の資源評価年 2027年 2027年 

    *1 SS3と JABBAで 2020年の結果に対して、不確実性を考慮してそれぞれ推定した 
15,000個の資源状態を計算して統合した結果の中央値と 95％信頼区間。 

*2 JABBAの中央値と 95％信頼区間。 


